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　　「葬儀のこれからを考える」（中）
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本
会
の
理
事
会
・
評
議
貝
会
が
、
去
る
一
月
二
十

九
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
平
成
十
一
年
度
の
事
業
計

画
案
や
収
支
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。

　　　
議
長
に
加
藤
隆
宣
師
、
議
事
録
署
名
人
に
、
近
藤

正
也
、
島
田
喜
久
子
の
正
金
を
選
出
し
議
事
に
入
っ

た
。

懸
藷

－
蓋

東京グランドホテルで開催された理事会、評議員会

　
議
案
第
一
号
「
理
事
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
件
」

　
加
藤
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
一
一
号
「
平
成
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
加
藤
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
平
成

十
一
年
度
事
業
計
画
案
を
説
明
、
原
案
賛
成
の
意
見

が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
十
一
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
加
藤
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
財
務
部
長
が
平
成
十

一
年
度
予
算
を
詳
細
に
説
明
、
原
案
賛
成
の
意
見
が

表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
加
藤
議
長
よ
0
1
上
程
。
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
マ

ヤ
堂
復
興
の
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折
衝
経
過
を
報
告
、

考
古
学
者
の
上
坂
黒
氏
が
遺
跡
の
現
況
を
説
明
し
た
。

川
井
匡
俊
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
が
、
今
後
の

事
業
に
つ
い
て
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
協
議
に
沿

っ
て
進
め
た
い
旨
を
説
明
し
た
。

　　

掾
@
事
　
会

．
　
5
　
r

　
不
破
理
事
長
を
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
、
楠

宗
親
、
本
間
孝
康
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
常
務
理
事
の
変
更
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
蓮
事
務
総
長
が
説
明
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
平
成

十
一
年
度
事
業
計
画
案
を
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
平
成
十
一
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
財
務
部
長
が
平
成
十

一
年
度
予
算
を
詳
細
に
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。　
議
案
第
五
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
マ

ヤ
堂
復
興
の
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折
衝
経
過
を
報
告
、

考
古
学
者
の
上
坂
悟
氏
が
遺
跡
の
現
況
を
説
明
し
た
。

川
井
匡
俊
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
委
員
長
が
、
今
後
の

事
業
に
つ
い
て
は
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
の
協
議
に
沿
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っ
て
進
め
た
い
旨
を
説
明
し
た
。

　
報
告
事
項

　
①
第
一
回
「
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究

会
」
開
催
報
告

　
②
「
加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
」
開
催
に
つ

い
て

　
③
「
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」
発
足
に
つ

い
て

　
④
事
務
総
局
各
部
報
告

　
議
案
に
関
す
る
審
議
が
終
了
し
た
後
、
右
記
の
理

事
会
・
評
議
員
会
に
共
通
す
る
報
告
が
、
事
務
総
局

の
各
部
長
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　　　　　懇親会で祝辞を述べる濱野会長

（左より不破理事長、三野会長、清水谷副会長、岩田副会長

　　

V
年
懇
親
会

　
午
後
五
時
半
か
ら
、
同
じ
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

を
会
場
に
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
濱

野
斜
照
会
長
、
不
破
仁
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

来
賓
の
組
坂
繁
之
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
清
水
谷
孝
尚

副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
を
行
い
、
し
ば
し
の
間
、
約

二
百
人
の
出
席
者
に
よ
る
、
和
や
か
な
懇
談
が
続
い

た
。

記
念
講
演

熈林一道（ポール牧）師

　
午
後
四
時
か
ら
曹
洞
宗
僧
侶
、
熈
林
一
道
（
ポ
ー

ル
牧
）
師
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
熈
林
師

は
、
「
今
日
た
だ
今
の
命
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
一
時

間
に
わ
た
り
、
芸
人
と
し
て
の
今
日
ま
で
の
歩
み
、

仏
教
者
と
し
て
の
願
い
な
ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
講
演
し
た
。
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本会ではご覧のポスターを頒布しております。明るい春

の野に静かに立って、天と地を指すお釈迦さまのお姿は、

見る人のこころに安らぎを与えることと思います。地域

仏教会、幼稚園・保育園などで広くご利用ください。

　◎タテ75cm　Xヨコ52cm　◎多色刷

　◎1枚100円（送料実費ご負担ください）
　◎なるべく早目にお申し込みください。間際のお申し

　　込みですと4月8日に間に合わないことがあります。

全日本仏教会花まつりポスター係
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去
る
十
一
月
十
三
日
、
第
十
回
加
盟
団
体
代
表
者

同
和
研
修
会
が
、
四
十
余
名
の
参
加
者
を
得
て
京
都

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
「
瑞
鳳
」
の
間
で
開
催
さ
れ

，
磁
織
難

講
演
す
る
八
木
晃
介
氏

た
。　
午
後
二
時
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
佐
々
木
同
和

委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
花
園
大
学
文
学
部
教
授
、
入

木
晃
介
氏
に
よ
り
「
再
考
－
人
間
に
と
っ
て
の
差
別

1
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
入
木
氏
は
社
会
学
の
立
場
に
立
ち
、
排
除
・
ケ
ガ

レ
と
い
う
視
点
か
ら
部
落
差
別
の
意
味
を
指
摘
。
そ

し
て
部
落
差
別
が
、
日
本
に
お
け
る
排
除
に
か
か
わ

る
主
要
な
象
徴
的
記
号
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
。
そ

し
て
、
社
会
学
的
見
地
か
ら
、
排
除
の
観
念
形
態
と

ケ
ガ
レ
の
関
係
性
に
つ
い
て
詳
説
し
た
。

　
次
に
、
最
近
の
部
落
史
の
見
直
し
作
業
の
中
で
、

経
済
的
に
富
裕
な
被
差
別
民
が
多
数
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
部
落
差
別
と
は
被
差
別
の
側

で
は
な
く
、
差
別
す
る
側
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
の

証
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
く
カ
ギ
が
排
除
と
ケ
ガ
レ
の

関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
の
部
落
差
別
問
題
の
研
究
は
、
い

か
な
る
過
程
、
い
か
な
る
条
件
で
差
別
が
生
ま
れ
て

き
た
の
か
そ
の
社
会
関
係
・
人
間
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
と
示
唆

し
た
。

　
さ
ら
に
人
間
の
自
己
の
意
識
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
は
人
間
関
係
の
関
数
で
あ
り
、
誰
と
ど
ん
な
関

係
を
結
ぶ
か
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
意
識
の
大
部
分
が

決
め
ら
れ
行
く
と
し
た
。
そ
し
て
今
後
の
啓
発
活
動

や
教
育
活
動
も
個
々
の
意
識
変
革
・
人
間
関
係
の
組

み
直
し
に
重
点
が
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

　
次
に
、
入
木
氏
が
学
生
と
行
っ
た
京
都
近
隣
で
の

野
宿
者
へ
の
調
査
活
動
の
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
た
。
そ
し
て
調
査
に
同
行
し
た
学
生
が
、
「
今

ま
で
自
分
は
野
宿
者
を
見
る
側
で
あ
っ
た
が
、
野
宿

者
か
ら
も
見
ら
れ
る
側
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な

か
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
こ
う
し
た
人
の
こ
と
を
差

別
者
と
い
う
の
で
は
な
い
か
。
」
と
話
し
、
彼
が
野
宿

者
と
の
眼
差
し
が
双
方
向
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
き
、
そ
の
結
果
、
彼
の
野
宿
者
に
対
す
る
見
方

が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
彼
の
中
の
人
間
観
そ
の
も
の

が
変
革
し
た
と
い
う
例
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
は
差
別
の
生
じ
な
い
人
間
関
係
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
、
共
に
考
え
て
い

き
た
い
と
述
べ
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
講
演
の
後
、
会
場
と
の
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た

後
、
出
口
同
和
副
委
員
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て

午
後
四
時
三
十
分
閉
会
し
た
。

　
閉
会
後
は
隣
室
に
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
催
さ

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）
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世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト

　
十
二
月
一
、
二
の
両
日
、
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ン
ビ
ニ

ー
で
世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会

式
に
は
世
界
三
十
ヶ
国
か
ら
約
四
百
名
の
代
表
者
ら

が
出
席
、
一
般
人
も
数
万
人
が
参
集
し
た
。
続
く
サ

ミ
ッ
ト
会
議
で
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
発
展
を
テ
ー
マ
と

全
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト

懸

・
繊
欝
、

騨
蕊

サミット当日のマヤ堂修復現場

し
て
各
国
代
表
よ
り
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
も
と
に
ル
ン
ビ
ニ
：
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

　
ま
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
復
興
事
業
に
関
連
し

て
、
本
会
か
ち
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
た
川
井
ル
ン
ビ

二
王
委
員
会
委
員
長
、
川
島
渉
外
担
当
ル
ン
ビ
ニ
ー

委
員
、
上
坂
本
会
派
遣
考
古
学
者
、
櫻
井
国
際
文
化

部
長
、
入
西
国
身
上
貫
道
次
長
と
、
ネ
パ
ー
ル
政
府

首
相
、
青
年
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
、
L
D
T
副
委
員

長
、
日
本
国
ネ
パ
ー
ル
大
使
、
ネ
パ
ー
ル
大
蔵
省
顧

問
、
ユ
ネ
ス
コ
の
カ
ト
マ
ン
ズ
代
表
者
ら
が
、
数
度

に
わ
た
る
会
談
の
場
を
持
ち
、
現
状
の
認
識
や
今
後

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会

一
月
二
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
に
お
い
て
、
第
一
回
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す

る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
不
破
理
事
長
の
挨
拶
、
委
員
の
自
己
紹
介
、
研
究

会
設
立
ま
で
の
経
過
説
明
と
続
き
、
座
長
に
は
本
会

前
事
務
総
長
の
荒
川
正
憲
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
次
に
、
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
宗
門
や

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
戒
名
（
法
名
）
に
関
す
る
見

解
を
報
告
し
、
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
三
月
あ
る
い
は
四
月
に
次
回
研
究
会
を

開
催
、
意
見
交
換
を
続
け
る
中
で
問
題
点
を
よ
り
明

確
に
し
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
委
員

中壽小井石荒
村山室上川川

秀良裕信浩正
雄知隅一徳憲

二
階
堂
行
邦

長
谷
川
正
浩

平
井
宥
慶

藤
原
熱
演

松
野
尾
慈
潮

水
谷
幸
正

山
田
　
俊
和

（
真
宗
大
谷
派
）

（
日
蓮
宗
）

（
仏
教
振
興
財
団
）

（
真
言
宗
智
山
派
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
曹
洞
宗
）

（
真
宗
大
谷
派
）

（
全
日
本
仏
教
会
顧
問
弁
護
士
）

（
真
言
宗
豊
山
派
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

（
浄
土
宗
）

（
天
台
宗
）

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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平
成
十
年
度
教
化
セ
ミ
ナ
ー

　　

@
葬
儀
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
（
中
）

　
前
号
の
本
セ
ミ
ナ
ー
の
豊
富
の
部
に
続
き
、
今
回

は
討
論
の
部
を
掲
載
す
る
。
紙
面
の
都
合
で
要
約
し
、

掲
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

討
論
の
部

納
棺
や
葬
儀
で
特
に
感
じ
た
こ
と
は
何
か
。

青
木
新
門
氏
　
　
「
納
棺
夫
」
は
私
の
造
語
で
あ
る
。

青
春
は
美
し
く
老
は
醜
悪
で
死
は
忌
み
嫌
う
も
の
と

い
う
社
会
通
念
の
時
代
に
納
棺
の
仕
事
に
携
わ
っ
た

当
初
は
嫌
々
だ
っ
た
が
、
死
者
の
目
線
に
自
分
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
死
者
っ
て
何

て
安
ら
か
で
美
し
い
ん
だ
ろ
う
と
思
え
、
そ
れ
か
ら

は
自
信
を
持
っ
て
納
棺
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
戒
名
問
題
で
気
に
な
っ
た
の
は
、
戒
名
自
体
よ
り

も
行
き
先
で
す
。
行
き
先
が
決
ま
ら
な
い
の
に
、
行

き
方
の
研
究
を
幾
ら
や
っ
て
も
解
決
し
な
い
。
葬
儀

の
問
題
で
も
、
行
き
先
が
何
処
に
あ
る
か
が
重
要
だ

と
思
う
。
明
治
か
ら
の
知
識
人
が
死
後
の
世
界
は
無

い
と
考
え
て
お
り
、
あ
の
世
と
い
う
向
こ
う
側
が
見

え
な
い
の
に
、
僧
侶
が
後
生
の
一
大
事
と
言
っ
て
も

問
題
が
有
る
と
思
う
。
小
説
「
蓮
如
」
の
執
筆
者
の

五
木
寛
之
氏
で
す
ら
有
る
書
物
で
「
永
遠
の
生
な
ん

か
嫌
い
で
す
。
浄
土
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
死
と

い
う
終
わ
り
が
あ
っ
て
、
今
の
人
生
が
輝
か
し
い
の

で
あ
り
、
幸
せ
の
中
に
微
笑
ん
で
生
き
る
な
ん
て
退

屈
で
生
き
ら
れ
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
永
遠
の
命
な
ん
か
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
で

生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
間
の
生
で
物
事
を
考
え

る
世
界
で
ど
う
し
て
宗
教
が
葬
儀
に
係
わ
れ
る
の
か

と
言
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
が
っ
た
。

葬
儀
の
施
主
の
仏
教
的
儀
礼
や
僧
侶
に
対
す
る
感
想

・
意
見
及
び
問
題
点
は
何
か
。

碑
文
谷
創
氏
　
無
宗
教
葬
が
実
際
に
増
え
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
東
京
で
も
五
％
、
散
骨
希
望
者
が

十
五
％
程
度
だ
が
、
支
持
者
は
六
、
七
割
い
る
。
無

宗
教
葬
と
は
「
特
定
の
宗
教
宗
派
の
方
式
に
依
ら
な

い
葬
儀
」
と
い
う
意
味
で
超
宗
教
葬
と
呼
ぶ
べ
き
だ
。

だ
が
超
宗
教
学
は
自
覚
的
に
行
っ
て
来
て
い
る
た
め

死
者
を
弔
う
事
に
対
し
て
非
常
に
宗
教
的
だ
。
宗
教

的
で
な
い
の
は
一
般
の
仏
教
葬
儀
の
方
で
は
な
い
か
。

　
日
本
の
宗
教
調
査
で
は
、
特
定
の
信
仰
が
あ
る
・

家
族
の
信
仰
や
檀
家
等
の
関
係
が
あ
る
・
信
仰
が
無

い
が
各
三
分
野
一
と
な
っ
て
い
る
が
葬
儀
は
九
割
が

行
っ
て
お
り
信
仰
が
な
い
人
で
も
完
全
な
無
神
論
者

は
少
な
い
。
宗
教
儀
礼
・
特
に
仏
教
に
求
め
る
気
持

ち
は
あ
り
、
死
と
い
う
危
機
に
対
し
て
何
処
か
に
頼

り
た
く
て
も
寺
院
と
係
わ
り
の
無
い
人
が
半
分
以
上

も
あ
っ
て
、
浄
土
・
成
仏
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
得
な
い
で
い
る
。
問
題
は
ど
う
ゆ
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
す
か
だ
。

　
葬
儀
で
は
死
者
の
宗
旨
の
方
々
だ
け
が
会
葬
す
る

の
で
は
無
く
、
信
仰
・
宗
教
の
自
由
を
意
識
し
た
葬

儀
と
な
っ
た
為
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
ず
に
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
葬
列
が
な
く
な
り
告
別
式
が
現
出
し
、
時
間
が
足

り
な
い
か
ら
葬
儀
と
告
別
式
が
一
緒
に
な
っ
た
。
葬

儀
は
宗
教
儀
礼
、
告
別
式
は
社
会
儀
礼
だ
が
、
前
で

僧
侶
が
お
経
を
読
み
、
後
方
で
は
会
葬
者
が
焼
香
し

て
告
別
式
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
告
別
式
が
葬
儀

を
乗
っ
取
る
形
と
な
り
葬
儀
が
形
骸
化
し
た
。

　
更
に
通
夜
は
死
者
を
受
け
止
め
る
非
常
に
重
要
な

時
間
帯
だ
が
会
葬
者
が
通
夜
の
方
に
沢
山
来
て
そ
の

お
世
話
を
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
通
夜
を
も
告
別

式
が
乗
っ
取
り
始
め
、
葬
儀
の
意
味
が
薄
れ
て
来
た
。

社
会
共
同
体
と
し
て
の
葬
儀
が
壊
れ
死
者
を
受
け
止

め
る
シ
ス
テ
ム
が
不
在
な
た
め
に
葬
儀
が
多
様
化
し

た
。　
散
骨
は
、
従
来
方
式
・
仏
教
へ
の
否
定
だ
け
で
は

な
く
、
現
状
が
見
え
な
い
為
に
新
た
な
も
の
を
求
め

る
動
き
と
、
柔
軟
に
捉
ら
え
て
も
良
い
と
思
う
。

「
仏
」
と
「
ホ
ト
ケ
」
が
結
び
付
い
た
の
が
、
日
本

の
仏
教
だ
と
い
う
こ
と
が
、
僧
侶
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
維
持
で
き
る
か
。
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大
村
英
昭
師
　
神
社
に
月
二
回
、
定
期
的
に
お
参
り

し
て
い
る
人
は
自
分
で
は
宗
教
活
動
と
の
自
覚
は
な

い
。
宗
教
ア
レ
ル
ギ
ー
が
醸
成
さ
れ
宗
教
と
言
う
言

葉
自
体
を
嫌
が
る
傾
向
が
強
く
、
嗜
み
と
い
う
程
度

に
特
定
宗
教
と
い
う
の
が
嫌
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
文

部
省
で
す
ら
心
の
教
育
を
叫
び
初
め
た
。
お
蔭
様
・

感
謝
す
る
心
の
大
切
さ
は
言
っ
て
欲
し
い
が
宗
教
と

し
て
は
言
っ
て
欲
し
く
な
い
の
だ
。

　
葬
儀
で
は
特
定
宗
派
性
を
掲
げ
る
べ
き
で
な
い
と

思
う
。
実
際
、
葬
儀
は
短
時
間
で
も
あ
り
、
そ
の
場

で
各
宗
派
の
教
化
を
考
え
る
必
要
も
余
裕
も
な
い
。

寧
ろ
感
謝
す
る
心
・
お
蔭
様
の
心
の
様
な
世
界
的
に

は
立
派
な
宗
教
心
・
宗
教
情
操
を
醸
成
す
る
こ
と
の

方
が
良
い
。
悲
し
み
葬
儀
が
だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
っ

て
来
て
も
、
よ
く
見
れ
ば
遺
族
は
寂
し
い
。
葬
儀
の

中
で
自
分
自
身
の
悲
し
み
・
や
る
せ
な
い
思
い
を
表

現
出
来
て
い
な
い
。
そ
の
お
手
伝
い
を
僧
侶
が
出
来

れ
ば
大
き
な
慰
め
に
な
る
。
そ
れ
以
上
を
葬
儀
の
現

場
で
望
む
べ
き
で
な
い
。

　
一
方
、
戒
を
仏
教
学
的
に
議
論
す
る
の
は
難
し
い
。

鎌
倉
時
代
末
の
真
言
律
宗
の
有
名
な
僧
侶
方
が
戒
律

復
興
運
動
を
起
こ
さ
れ
た
が
、
今
ま
で
戒
に
全
く
縁

の
無
か
っ
た
方
々
へ
の
授
戒
や
死
者
へ
の
戒
も
授
け

た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
音
信
平
等
と
何
を
願
っ
た
の
か
。

高
い
戒
を
持
た
な
い
彼
ら
に
は
衆
生
を
成
仏
は
さ
せ

ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
も
う
一
度
人
の
世
に
生

ま
れ
て
来
て
修
行
し
直
し
な
さ
い
。
そ
う
ゆ
う
願
い

で
死
者
に
戒
を
授
け
た
と
思
う
。
こ
こ
を
戒
律
論
を

立
て
て
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
更
に
社
会
事
業
に
貢
献
す
る
と
共
に
死
者
へ
の
葬

儀
・
納
骨
・
墓
等
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
の
も
こ

の
方
々
で
、
日
本
葬
祭
仏
教
の
形
を
戒
律
派
か
ら
作

ら
れ
た
と
思
う
。
も
う
一
方
は
無
戒
派
の
浄
土
真
宗

側
が
作
っ
た
と
思
う
が
。
こ
の
人
達
の
動
き
を
研
究

す
べ
き
だ
。

葬
儀
問
題
等
に
対
す
る
僧
侶
側
か
ら
見
た
解
決
の
糸

口
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
。

中
野
東
禅
師
　
寺
院
や
修
行
道
場
で
の
儀
礼
書
の
中

に
葬
儀
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
は
少
な
く
、
あ
っ
て

も
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
葬
儀
の
中
で
特
定
の
教
義

を
広
め
る
考
え
も
無
い
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
し
て

い
る
人
達
に
と
っ
て
は
、
お
蔭
様
・
感
謝
で
良
い
し
、

死
に
行
く
人
か
ら
見
て
も
そ
れ
で
十
分
だ
と
思
う
。

　
葬
儀
に
は
い
ろ
い
ろ
な
視
点
が
あ
る
が
、
基
本
は

戒
と
思
う
。
戒
の
基
本
は
帰
依
三
宝
で
信
ず
る
と
い

う
表
明
だ
か
ち
、
煩
悩
を
や
め
て
覚
り
に
憧
れ
た
と

い
う
認
識
で
す
。
仏
教
で
お
葬
式
を
あ
げ
た
い
と
言

っ
た
だ
け
で
、
現
代
の
流
動
化
・
価
値
多
元
化
の
社

会
で
は
、
十
分
に
あ
な
た
は
仏
教
徒
で
あ
る
と
い
う

証
明
を
無
条
件
に
基
本
の
法
名
・
戒
名
を
与
え
て
も

良
い
と
思
う
。
そ
の
認
識
を
拠
り
所
と
し
て
我
々
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
葬

儀
・
戒
名
・
救
い
の
問
題
解
決
の
糸
口
が
あ
る
と
思

う
。

　
ま
た
共
同
体
意
識
の
崩
壊
は
、
檀
信
徒
だ
け
で
な

く
僧
侶
側
に
も
菩
提
寺
意
識
の
稀
薄
化
現
象
と
し
て

現
れ
て
い
る
。
ホ
ト
ケ
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
仏
を

実
現
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の
様
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
相
手
に
出
せ
る
の
か
、
社
会
に
我
々
の
自
浄
努
力

を
ど
れ
だ
け
伝
え
ら
れ
る
か
も
重
要
だ
。
な
ぜ
檀
信
」

徒
が
会
費
で
は
な
く
、
儀
礼
時
の
お
布
施
で
寺
院
を

支
え
る
の
か
等
、
寺
院
経
済
と
日
本
人
の
宗
教
行
動

を
論
議
し
て
行
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
社
会
に
対
し
て
我
々
が
本
当
の
救
済
を
、
無
条
件

に
皆
救
わ
れ
る
と
表
明
出
来
る
仏
教
で
あ
る
べ
き
だ
。

ど
ん
な
戒
名
で
も
あ
の
世
は
皆
同
じ
で
あ
り
。
そ
の

上
で
追
善
で
院
号
が
欲
し
い
人
は
差
し
上
げ
、
功
績

の
あ
っ
た
人
に
追
贈
し
て
差
し
上
げ
る
様
な
院
号
・

居
士
号
な
ら
、
少
し
も
遠
慮
す
る
こ
と
は
な
く
も
つ

と
平
等
戒
名
を
主
張
し
て
良
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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常
務
理
事
会
開
催

　
十
二
月
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
で
、
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

三
帰
依
文
唱
和
に
続
い
て
、
不
破
理
事
長
を
議
長
に
、

乙
川
良
英
、
北
條
成
之
の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に

選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
　
「
平
成
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
収
支
予
算
（
案
）
の
大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件
」

　
不
破
理
事
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
事

業
計
画
（
案
）
を
、
吉
橋
財
務
部
長
が
収
支
予
算
（
案
）

を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
　
　
「
ル
ン
ビ
一
一
一
園
復
興
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
不
破
理
事
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
川
井
委
員
長
と
川
島
委
貝
が

出
席
し
て
、
十
二
月
に
ネ
パ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
世

界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
」
で
の
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折
衝

経
過
を
報
告
。
こ
の
結
果
を
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
に

諮
っ
て
、
今
後
の
事
業
を
進
め
た
い
と
説
明
。
質
疑

応
答
の
後
、
出
席
者
よ
り
賛
成
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
　
　
「
京
都
府
仏
教
連
合
会
か
ら
の
要
請

に
つ
い
て
」

　
京
都
府
仏
教
連
合
会
か
ら
の
要
請
（
「
宗
教
法
人

法
改
正
に
伴
う
備
え
付
け
書
類
提
出
の
問
題
点
」
を

検
討
す
る
た
め
の
機
関
創
設
）
に
つ
い
て
、
野
生
司

総
務
部
長
が
昨
年
三
月
置
理
事
会
で
設
置
が
認
め
ら

れ
た
「
加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
」
で
、
こ
の

問
題
を
協
議
し
て
い
き
た
い
旨
を
説
明
。
質
疑
応
答

の
後
、
出
席
者
よ
り
賛
成
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
「
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
（
仮

称
）
」
開
催
に
つ
い
て

　
野
生
司
総
務
部
長
が
、
同
研
究
会
の
委
員
の
決
定

と
、
第
一
回
の
研
究
会
開
催
準
備
状
況
を
報
告
。

　
②
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

羨
璽
潔
務
《
局
量
録
一
尉
多
ミ

　
　
　
　
一
一
月
一

　
　
入
日
　
局
内
会
議

　
十
四
日
　
ル
ン
ビ
三
一
委
員
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
十
六
日
　
自
由
民
主
党
大
会
出
席

　
十
八
日
　
全
日
本
仏
教
青
年
会
大
会
出
席

　
　
　
　
　
鵜
飼
慶
諸
元
副
会
長
葬
儀
参
列

　
二
十
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

二
十
一
日
　
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会

二
十
二
日
　
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
日
宗
連
理
事
会

二
十
九
日
　
評
議
員
会
・
理
事
会
・
新
年
懇
親
会

　
　
　
　
一
二
月
－

　
　
九
日
　
局
内
会
議

　
　
十
日
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会
参
列

　
十
二
日
　
法
律
相
談
室

十
六
～
十
七
日
　
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会

＋
七
日

＋
九
日

二
±
二
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

茨
城
県
仏
教
会
研
修
会
出
席

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

文
化
庁
勉
強
会
出
席

局
内
会
議

法
律
相
談
室

日
宗
連
幹
事
会

吉
田
裕
信
師

十
二
月
三
日
遷
化
　
六
十
入
潮

真
言
宗
御
室
派
前
管
長
、
総
本
山
仁
和
寺
前
門
跡

田
中
純
癒
師
（
全
仏
元
評
議
員
）

十
二
月
四
日
遷
化
　
七
十
一
歳

真
言
宗
御
室
派
元
宗
務
総
長

鵜
飼
月
琴
師
（
全
仏
元
副
会
長
）

十
二
月
二
十
二
日
遷
化
　
入
十
四
歳

浄
土
宗
西
山
深
草
派
管
長
、
総
本
山
誓
願
寺
法
主

藤
岡
義
昭
師
（
四
仏
元
常
務
理
事
）

一
月
二
十
三
日
遷
化
　
入
十
七
歳

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
元
総
長

全日本仏教会ホームページh廿p＝／／w…。jtvan．co、jp／噂jbf

　　　　　　　　　　　　　　　－8一

一
九
九
九
年
三
月
一
日
発
行

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
、

発
行
人
　
蓮

清
　
典
　
　
発
行
所
　
　
財
団
法
人
　
全

日

本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五
一
○
〇
一
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四

へ　　　　　　　’・

F


